
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 6年(2024年)12月     集落支援だより    岩国市地域づくり推進課中山間地域振興室 

岩国市中山間地域振興室 

問い合わせ：集落支援員 金丸 惠子 

電話：0827-29-5015 

集落支援だより 
No.11 

 
 

 

全国の島々があつまる祭典  

イ ン ー  池袋サンシャインシティ   11/16（土）・17（日） 

「アイランダー」は、離島地域の魅力を広く全国の方々へ伝え、離島地域への移住・定住の促進を図るこ

とを目的として実施している祭典です。 

 

柱島群島も全国の離島地域の人々と共に、美しい島の自然や「寒ヒジキ」といった特産品を全国の方々 

に知っていただきたく参加してまいりました。ヒジキを販売した結果完売！もっとたくさん用意していたら

よかったと後悔しています。 

そして横山隊員が中心となって、新しく考案した「島手拭い」（図柄が島のシルエット）や「ご当地ガチ

ャ」（猫の背の模様が島のシルエット）も、全国の方々にお披露目しました。 

 島の方が海岸で少しずつ集めていたシーグラスがアクセサリーや編み込みのストラップに生まれ変わり、

小学生から高齢者の方まで幅広い年齢層の方に喜んでいただきました。 

来年はバージョンアップして、何を持っていこうかと、今から楽しみです。 

これはカラカサタケ 

今年、マツタケは 

口に入りましたか。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

柱島群島を PR 特産品、島ヒジキに島手拭い アイランダー会場内の賑わい 

【編集後記】 

 今年も残りわずかになりました

が、一軒ずつ訪問するのが進んでい

ません。年が明けたら少しづつでも

お会いできたらと思っています。 

 

 アイランダーの会場に笹川さんの 

娘さんがお手伝いに来 

られて、呼び込みや販 

売に協力していただき 

ました。 

ありがとうございま 

す！ 

 

 

 

アサギマダラ飛来！ 

 柱島の谷間さんのお庭に

は、もう何年も前から旅する

蝶、アサギマダラがやって来

ます。アサギマダラの食草フ

ジバカマを植えてから、多い

ときは 20 匹も飛来したそ

うです。出張所の周りにもフ

ジバカマを植えられて、島中

にアサギマダラが飛ぶよう

になればと思います。 

 

 

 

 

科学の祭典   R6.11.10(日)  

毎年、科学センター主催で小中学生向けのイベントが

開催されていますが、島づくり推進協議会も“シーグラ

ス”を使用した体験学習活動に初めて参加することにな

りました。シーグラスと科学とのつながりは？と思われ

るかもしれませんが、海や川に投棄されたガラスをリサ

イクルして活用する。子供たちが環境問題を考える一端

になればと思います。もちろん、自然豊かな柱島群島の

良さを大勢の方々に知っていただきたいと考えます。 

 シーグラスのブースには、科学センタースタッフもび

っくりの 100 人近い人が訪れ、スタッフ 3 人は昼食を

取る間もないほどの忙しさでしたが、大好評でしたので、

満足して笑顔で帰途に着きました。 

 

 

 

 

 


